
第
二
章 

永
禄
一
二
年
宗
論
に
関
す
る
基
礎
的
考
察 

   
 
 

は
じ
め
に 

  

永
禄
一
二
年
、
織
田
信
長
の
も
と
で
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
と
仏
僧
日
乗
に
よ
る
宗
論
が
行
わ
れ
た
（
以

下
、
永
禄
一
二
年
宗
論
と
記
す
）
。
こ
の
宗
論
は
キ
リ
シ
タ
ン
史
上
あ
ま
り
に
著
名
な
事
件
で
あ
っ
た
た

め
、
こ
の
時
期
を
扱
っ
た
論
文
・
著
書
に
は
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
言
及
さ
れ
て
い
る(

1
)

。
し
か
し
な
が

ら
、
そ
の
言
及
と
い
う
の
は
、
宗
論
後
に
起
こ
る
宣
教
師
の
京
都
居
住
の
可
否
を
巡
る
問
題
の
方
に
力
点

が
置
か
れ
、
宗
論
は
そ
の
前
に
あ
っ
た
一
事
件
と
し
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
内
容
も
書

翰
な
い
し
フ
ロ
イ
ス
「
日
本
史
」
の
該
当
部
分
を
引
用
し
て
簡
単
に
書
か
れ
て
い
る
だ
け
で
、
宗
論
自
体

を
扱
っ
た
研
究
と
い
う
の
は
極
め
て
少
な
い(

2
)

。 
 

こ
う
し
た
背
景
に
は
、
永
禄
一
二
年
宗
論
に
関
す
る
記
事
が
宣
教
師
の
史
料
に
の
み
見
ら
れ
、
邦
文
史

料
か
ら
は
全
く
確
認
で
き
な
い
と
い
う
点
が
大
き
く
関
係
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
イ
エ
ズ
ス
会
史
料
に

は
誇
張
や
偏
見
が
見
ら
れ
、
信
用
で
き
な
い
と
の
見
解
を
も
つ
研
究
者
も
多
く
、
ま
し
て
今
回
の
よ
う
に

信
仰
に
関
わ
る
出
来
事
の
場
合
で
は
な
お
さ
ら
疑
わ
し
い
と
い
う
の
が
一
般
的
な
意
見
で
あ
ろ
う
。
そ
の

う
え
、
こ
の
宗
論
を
取
り
上
げ
分
析
を
行
っ
た
松
田
毅
一
氏
ま
で
が
、
宗
論
の
内
容
に
対
し
て
否
定
的
な

見
解
を
示
し
た
た
め(

3
)

、
こ
の
宗
論
は
フ
ロ
イ
ス
に
よ
っ
て
か
な
り
粉
飾
が
施
さ
れ
た
と
い
う
印
象
が
強
く

根
付
い
て
い
る
。
し
か
し
、
松
田
氏
の
指
摘
は
宗
論
の
内
容
的
検
討
、
と
り
わ
け
書
翰
と
「
日
本
史
」
の

比
較
検
討
に
重
点
が
置
か
れ
て
お
り
、
宗
論
ま
で
の
背
景
や
宗
論
後
の
動
向
な
ど
に
関
す
る
邦
文
史
料
と

の
照
合
、
書
翰
と
「
日
本
史
」
の
相
違
が
ど
の
程
度
あ
る
か
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
検
討
す
る
余
地
が
残
っ
て

い
る
。 

 

そ
こ
で
、
本
章
で
は
永
禄
一
二
年
宗
論
を
取
り
上
げ
、
基
礎
的
な
考
察
を
行
う
こ
と
と
す
る
。 

   
 
 

一 

永
禄
一
二
年
宗
論
の
信
憑
性 

  

永
禄
一
二
年
宗
論
の
日
時
・
場
所
な
ど
基
礎
的
事
項
に
関
し
て
は
、
す
で
に
先
学
に
よ
っ
て
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
る(

4
)

。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
再
確
認
が
必
要
な
理
由
は
次
の
二
点
で
あ
る
。
一
つ
は
、
日
付
・

場
所
な
ど
の
比
定
の
根
拠
が
明
確
に
説
明
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
二
次
史
料
の
エ
ヴ
ォ
ラ

版
日
本
書
翰
集
か
ら
の
検
証
で
あ
り
、
原
文
書
翰
や
良
質
の
未
刊
書
翰
な
ど
の
記
載
が
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
ら
の
比
定
が
ど
こ
ま
で
信
用
で
き
る
の
か
と
い
う
疑
問
の
余
地

を
残
し
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
こ
で
、
未
刊
史
料
と
の
校
合
や
邦
文
史
料
か
ら
の
史
料
的
根

拠
を
示
し
な
が
ら
、
イ
エ
ズ
ス
会
史
料
に
書
か
れ
た
永
禄
一
二
年
宗
論
の
記
載
内
容
が
事
実
か
否
か
を
確

認
し
て
い
き
た
い
。 

 

永
禄
一
二
年
宗
論
が
記
載
さ
れ
て
い
る
イ
エ
ズ
ス
会
史
料
は
、
一
五
六
九
年
六
月
一
日
付
、
都
発
、
豊

後
の
ベ
ル
シ
ョ
ー
ル
・
デ
・
フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
宛
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
書
翰
と
フ
ロ
イ
ス
「
日
本
史
」
に
限

ら
れ
る
。
当
然
書
翰
の
方
が
史
料
価
値
が
高
い
が
、
残
念
な
が
ら
フ
ロ
イ
ス
自
筆
に
よ
る
書
翰
は
現
存
し

な
い
。
管
見
の
限
り
、
同
書
翰
は
エ
ヴ
ォ
ラ
版
日
本
書
翰
集(

5
)

の
ほ
か
に
、
リ
ス
ボ
ア
国
立
図
書
館
に
そ
の

写
し(

6
)

が
残
さ
れ
て
い
る
。
後
者
の
方
が
フ
ロ
イ
ス
自
筆
書
翰
の
体
裁
に
近
い
と
思
わ
れ
る
た
め
、
こ
ち
ら



を
底
本
と
し
て
分
析
を
進
め
て
い
く
が
、
現
在
翻
刻
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
鑑
み
、
エ
ヴ
ォ
ラ
版
日
本
書

翰
集
の
該
当
箇
所
も
注
に
併
記
す
る(

7
)

。 
 

ま
ず
、
永
禄
一
二
年
宗
論
の
日
時
と
場
所
か
ら
確
認
し
て
い
き
た
い
。
フ
ロ
イ
ス
は
京
都
復
帰
後
信
長

を
度
々
訪
問
し
て
お
り
、
そ
の
訪
問
中
に
宗
論
が
行
わ
れ
た
と
書
翰
に
は
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
日
時
は

記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
宗
論
の
記
事
の
後
、
「
翌
日
、
（
中
略
）
信
長
が
尾
張
に
向
け
て
出
発
し
ま

し
た
（A

o outro dia ... N
obunangua partido pera V

oary

）
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら(

8
)

、
宗
論
は

信
長
が
岐
阜
に
戻
る
前
日
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
『
言
継
卿
記
』
を
見
る
と
、
四
月
二
〇
日
条
に

「
織
田
弾
正
忠
明
日
下
向
之
由
候
間
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
宗
論
の
日
は
信
長
出
発
の
前
日
四
月
二
〇
日

と
な
る
。 

 

宗
論
が
行
わ
れ
た
場
所
に
つ
い
て
も
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
書
翰
に
は
「
国
王
［
信
長
］
の
座
敷
と
外

の
縁
に
は
入
り
き
れ
ぬ
ほ
ど
の
貴
人
が
い
ま
し
た
（aquelle Zaxiqi del rey &

 as verandas de fora che
as de fidalgos, que não cabião

）
」(

9
)

と
あ
る
。
こ
の
時
は
、
初
め
て
信
長
に
謁
見
し
た
二
条
城
普
請
場

で
は
な
く
、
あ
る
建
物
の
一
室
で
謁
見
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
邦
文
史
料
か
ら
そ
の
建
物
を
探
る
と
、

『
言
継
卿
記
』
四
月
一
三
日
条
に
「
今
晩
織
田
弾
正
忠
妙
覚
寺
江
移
云
々
」
と
あ
り
、
一
五
日
条
に
も
「
烏

丸
父
子
、
万
里
小
路
亜
相
、
予
等
、
妙
覚
寺
織
田
弾
正
忠
所
へ
罷
向
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
信
長
は
四
月

一
三
日
に
妙
覚
寺
に
移
り
、
し
ば
ら
く
滞
在
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
後
、
四
月
二
一
日
に
岐
阜

に
帰
る
ま
で
信
長
が
移
動
し
た
記
事
が
邦
文
史
料
か
ら
確
認
で
き
な
い
の
で
、
宗
論
が
行
わ
れ
た
場
所
は

妙
覚
寺
内
の
一
室
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

次
に
宗
論
を
行
っ
た
相
手
日
乗
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
日
乗
は
信
長
が
足
利
義
昭
を
奉
じ
て
上
洛

す
る
と
、
ま
も
な
く
信
長
と
交
流
を
も
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
永
禄
一
二
年
二
月
二
九
日
に
は
、
村
井
貞
勝

や
明
智
光
秀
と
と
も
に
寄
宿
禁
止
の
奉
書(

1
0
)

を
出
し
て
お
り
、
七
月
に
は
伊
勢
に
知
行
を
与
え
ら
れ
て
い
る

(
1
1
)

こ
と
か
ら
、
信
長
と
の
関
係
の
深
さ
が
窺
え
る
。
ま
た
、
禁
裏
と
の
繋
が
り
も
深
く
、
村
井
貞
勝
と
と
も

に
禁
裏
の
修
理
奉
行
と
な
っ
て
い
る(

1
2
)

。
永
禄
一
二
年
は
日
乗
に
と
っ
て
多
忙
の
年
で
あ
り
、
禁
裏
修
理
を

は
じ
め
種
々
の
案
件
で
頻
繁
に
信
長
の
と
こ
ろ
を
訪
問
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
宗
論
が
行
わ

れ
た
四
月
二
〇
日
に
日
乗
が
信
長
の
と
こ
ろ
を
訪
問
し
、
フ
ロ
イ
ス
と
出
会
う
可
能
性
は
十
分
に
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。 

 

こ
の
日
乗
が
キ
リ
ス
ト
教
を
敵
視
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
フ
ロ
イ
ス
の
書
翰
や
「
日
本
史
」
な

ど
で
反
キ
リ
シ
タ
ン
の
代
表
的
人
物
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
「
悪
魔
（Lucifer

）
」(

1
3
)

と
ま
で
評
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、
邦
文
史
料
で
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
当
該
期
の
史
料
か
ら
は

確
認
で
き
な
い
も
の
の
、
後
に
書
か
れ
た
排
耶
書
か
ら
そ
れ
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
『
蛮

宗
制
禁
録
』
と
い
う
排
耶
書
に
は
、
信
長
が
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
を
認
め
る
か
否
か
を
相
談
し
た
時
、
日

乗
が
反
対
し
た
こ
と(

1
4
)

が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
排
耶
書
自
体
は
信
憑
性
と
い
う
面
で
問
題
が
あ
る
史
料
だ

が
、
日
本
側
の
史
料
に
も
日
乗
が
反
キ
リ
シ
タ
ン
の
立
場
に
い
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
こ
と
は
、
イ
エ
ズ

ス
会
史
料
の
内
容
を
裏
付
け
る
も
の
と
し
て
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
、
宣
教
師
が
記
し
た
反

キ
リ
シ
タ
ン
の
人
物
と
し
て
松
永
久
秀
と
竹
内
季
治
が
い
る
が
、
こ
の
二
人
と
日
乗
が
親
し
い
関
係
に
あ

っ
た(

1
5
)

こ
と
を
考
え
て
も
、
日
乗
が
反
キ
リ
シ
タ
ン
側
の
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。 

 

な
お
、
日
乗
の
綴
り
が
書
翰
と
「
日
本
史
」
で
は
異
な
っ
て
い
る
。
リ
ス
ボ
ア
国
立
図
書
館
所
蔵
書
翰

で
は
「
ニ
キ
オ
（
ー
）
シ
ョ
（
ー
）
ニ
ン
（N

iquioxonim

）
」
、
エ
ヴ
ォ
ラ
版
日
本
書
翰
集
で
は
「
ニ
キ

ジ
ョ
（
ー
）
シ
ョ
（
ー
）
ニ
ン
（N

iquijoxonim

）
」
と
な
っ
て
お
り
、
「
日
本
史
」
で
は
「
ニ
チ
ジ
ョ
（
ー
）

（N
ichijo

）
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
す
べ
て
写
本
で
あ
る
が
、
読
み
と
し
て
は
「
日
本
史
」
が
正
し
い
。



松
田
毅
一
氏
に
よ
れ
ば
、chi

は
原
文
か
ら
写
本
へ
、
写
本
か
ら
刊
本
へ
と
筆
写
さ
れ
て
い
く
過
程
でqui

へ

と
変
化
す
る
事
例
が
あ
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る(

1
6
)

。
書
翰
も
原
文
で
はchi

で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る(

1
7
)

。 
 

以
上
、
永
禄
一
二
年
宗
論
が
四
月
二
〇
日
妙
覚
寺
に
お
い
て
行
わ
れ
た
と
い
う
フ
ロ
イ
ス
書
翰
の
記
事

は
、
邦
文
史
料
と
照
合
し
て
も
十
分
整
合
性
が
認
め
ら
れ
、
史
実
と
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

最
後
に
、
こ
の
永
禄
一
二
年
宗
論
が
果
た
し
て
宗
論
と
呼
べ
る
性
格
の
も
の
な
の
か
と
い
う
点
に
つ
い

て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
宗
論
に
言
及
し
た
研
究
を
見
る
と
、
「
宗
論
」
と
訳
し
て
い
る
も
の
が
大

半
で
あ
る
が(

1
8)

、
「
（
宗
）
論
」
と
括
弧
付
き
で
記
し
て
い
る
も
の
も
あ
る(

1
9
)

。
こ
の
原
文
はdisputa

で(
20
)

「
討
論
・
論
争
」
と
訳
さ
れ
る
語
句
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
訳
者
は
正
確
を
期
す
た
め
に
あ
え
て
「
（
宗
）

論
」
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

信
長
時
代
の
宗
論
と
い
え
ば
、
天
正
七
年
（
一
五
七
九
）
五
月
に
安
土
城
下
で
法
華
宗
と
浄
土
宗
と
の

間
で
行
わ
れ
た
安
土
宗
論
が
有
名
で
あ
る
。
こ
の
宗
論
は
『
信
長
公
記
』
に
「
既
宗．
論．
究
（
傍
点
筆
者
、

以
下
同
様
）
」
「
浄
土
宗
の
寺
浄
厳
院
仏
殿
に
て
宗．
論．
有
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら(

2
1
)

、
安
土
宗
論
は

当
時
の
人
々
に
も
「
宗
論
」
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
『
信
長
公
記
』
に
は
、
宗
論
に

至
る
ま
で
の
経
緯
、
宗
論
の
判
者
、
宗
論
の
内
容
、
裁
決
な
ど
が
詳
細
に
記
さ
れ
、
宗
論
に
な
る
と
い
う

段
階
で
は
判
者
・
警
護
役
・
場
所
な
ど
が
決
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
一
方
、
永
禄
一
二
年
宗
論

の
場
合
は
、
宣
教
師
が
信
長
を
訪
問
し
た
際
に
、
信
長
が
側
に
い
た
日
乗
に
質
問
を
さ
せ
た
こ
と
か
ら
始

ま
っ
た
も
の
で(

2
2
)

、
当
然
判
者
や
警
護
役
な
ど
は
決
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
判
者
や
警
護
役
が
い
る
こ
と

が
宗
論
の
絶
対
必
要
条
件
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
明
確
に
し
得
な
い
が(

2
3
)

、
内
容
の
限
り
で
言
え
ば
永
禄
一

二
年
宗
論
は
厳
密
な
意
味
で
の
宗
論
と
は
異
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

 

し
か
し
、
『
日
本
仏
教
史
辞
典
』(

2
4
)

の
「
宗
論
」
の
項
目
に
は
「
法
論
、
問
答
と
も
い
う
。
教
義
の
異
な

る
宗
派
間
に
お
い
て
宗
義
の
優
劣
、
真
偽
を
め
ぐ
る
論
争
」
と
、
『
日
葡
辞
書
』
の
「
宗
論
（X

uron

）
」

の
項
目
に
も
「
教
法
や
宗
派
に
関
す
る
論
争
（D

isputa sobre as leis, ou seitas

）
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

永
禄
一
二
年
宗
論
も
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
と
仏
僧
に
よ
る
、
キ
リ
ス
ト
教
と
仏
教
と
い
う
教
義
の
異
な
る

宗
教
間
の
教
義
上
の
論
争
・
討
論
で
あ
る
し
、
フ
ロ
イ
ス
自
身
も
今
回
の
宗
論
を
『
日
葡
辞
書
』
の
「
宗

論
」
の
項
の
説
明
に
あ
るdisputa

「
討
論
・
論
争
」
と
記
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
辞
書
の
意
味
お
よ
び
フ
ロ

イ
ス
の
認
識
で
は
「
宗
論
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
以
上
の
点
か
ら
、
こ
の
フ
ロ
イ
ス
と
日
乗
の
論
争
を

広
義
の
意
味
で
の
「
宗
論
」
と
理
解
し
、
本
章
で
は
「
宗
論
」
と
記
載
す
る
こ
と
と
す
る
。 

   
 
 

二 

永
禄
一
二
年
宗
論
の
内
容
的
考
察 

  

宗
論
の
内
容
的
考
察
は
す
で
に
松
田
毅
一
氏
が
行
っ
て
い
る
こ
と
な
の
で
、
ま
ず
は
そ
れ
に
つ
い
て
触

れ
た
い
。
氏
は
フ
ロ
イ
ス
書
翰
と
「
日
本
史
」
の
比
較
検
討
を
行
い
、
「
日
本
史
」
の
記
載
内
容
は
書
翰

の
そ
れ
と
論
旨
は
同
じ
で
あ
る
も
の
の
、
内
容
は
か
な
り
異
な
っ
て
お
り
、
「
日
本
史
」
の
方
が
遙
か
に

敷
衍
し
て
い
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
「
日
本
史
」
を
執
筆
し
た
際
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
読
者
や
後
輩
に
興

味
を
抱
か
せ
る
よ
う
こ
の
宗
論
を
脚
色
し
た
と
の
見
解
を
示
す(

2
5
)

。
こ
の
点
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
に
し

た
い(

2
6
)

。 
 

宗
論
は
始
ま
り
方
か
ら
フ
ロ
イ
ス
書
翰
と
「
日
本
史
」
で
大
き
く
異
な
る
。
書
翰
で
は
こ
う
で
あ
る
。

ま
ず
信
長
が
宣
教
師
に
対
し
て
、
仏
僧
が
宣
教
師
を
憎
悪
す
る
理
由
と
神
仏
を
敬
う
か
否
か
を
質
問
し
た
。

そ
れ
に
対
し
て
ロ
レ
ン
ソ
が
自
分
た
ち
と
彼
ら
は
相
容
れ
ぬ
存
在
で
あ
る
と
、
ま
た
後
者
に
つ
い
て
は
神



仏
は
い
ず
れ
も
人
間
で
あ
る
の
で
敬
う
こ
と
は
し
な
い
と
答
え
た
。
こ
の
返
答
を
受
け
て
信
長
は
「
日
乗

上
人
は
こ
れ
に
対
し
て
何
と
言
う
か
。
何
か
尋
ね
て
み
よ
（dixe el rey então N

iquioxonim
 que dezeis

 a isto, preguntay algum
a cousa.

）
」(

27
)

と
質
問
さ
せ
た
こ
と
か
ら
宗
論
が
始
ま
っ
た
。
一
方
、
「
日
本

史
」
で
は
日
乗
が
信
長
に
対
し
て
「
拙
僧
は
、
伴
天
連
が
説
く
教
法
を
少
し
承
り
た
い
。
殿
が
こ
こ
で
彼

が
そ
れ
を
拙
僧
に
説
く
よ
う
に
命
じ
給
え
ば
嬉
し
く
存
ず
る
（D

ezejo de ouvir algum
a couza desta le

y que o Padre prega; folgaria que V
.A

. lhe m
andasse que aqui m

e dissessem
 algum

a couza dell
a

）
」(2

8
)

と
述
べ
た
こ
と
に
よ
り
始
ま
っ
て
い
る
。
「
日
本
史
」
の
方
が
よ
り
宗
論
ら
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

宗
論
が
始
ま
る
と
、
最
初
に
信
仰
対
象
の
話
が
さ
れ
る
。
書
翰
を
見
る
と
、
信
長
が
質
問
す
る
よ
う
に

言
っ
た
の
を
受
け
て
、
日
乗
は
信
仰
対
象
に
関
す
る
質
問
を
行
い
、
ロ
レ
ン
ソ
は
三
位
一
体
の
デ
ウ
ス
に

つ
い
て
説
明
を
始
め
る
。
一
方
「
日
本
史
」
で
は
、
ロ
レ
ン
ソ
が
デ
ウ
ス
に
つ
い
て
話
す
前
に
、
日
乗
に

信
仰
対
象
の
質
問
を
し
て
い
る
。
日
乗
は
自
身
の
信
仰
対
象
に
つ
い
て
話
す
こ
と
を
避
け
、
宣
教
師
の
信

仰
対
象
を
話
す
よ
う
促
し
、
そ
こ
で
ロ
レ
ン
ソ
は
デ
ウ
ス
に
関
す
る
話
を
始
め
る
。
書
翰
で
の
記
載
が
比

較
的
簡
潔
な
の
に
対
し
て
、
「
日
本
史
」
で
は
何
度
か
問
答
が
さ
れ
た
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
他
に
、

「
日
本
史
」
で
は
比
叡
山
の
心
海
上
人(

2
9)

の
話
ま
で
出
て
く
る
点
が
大
き
く
異
な
る
。 

 

ロ
レ
ン
ソ
の
デ
ウ
ス
に
関
す
る
説
明
の
後
、
日
乗
は
デ
ウ
ス
を
見
せ
る
よ
う
に
と
言
う
が
、
ロ
レ
ン
ソ

は
、
デ
ウ
ス
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
返
答
す
る
。
ま
た
、
デ
ウ
ス
は
釈
迦
や
阿
弥
陀
よ
り
も
以
前
の

も
の
か
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
ロ
レ
ン
ソ
は
以
前
の
も
の
で
あ
り
、
無
限
で
永
遠
な
る
も
の
で
あ
る
と

答
え
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
日
乗
は
理
解
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
、
信
長
に
彼
ら
を
追
放
す
る
よ
う
進

言
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
問
答
は
続
き
、
今
度
は
ロ
レ
ン
ソ
が
日
乗
に
生
命
の
作
者
に
つ
い
て
質

問
し
た
と
こ
ろ
、
日
乗
は
返
答
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
ロ
レ
ン
ソ
は
そ
の
説
明
を
す
る
と
、
日
乗
は
禅
宗

の
本
分
と
デ
ウ
ス
は
同
一
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
ロ
レ
ン
ソ
は
そ
れ
を
否
定
し
、
そ
の
相
違
を
説
明
し
た
。

こ
こ
で
ま
た
日
乗
は
信
長
に
彼
ら
の
追
放
を
訴
え
て
い
る
。
信
長
は
こ
の
日
乗
の
発
言
に
は
耳
を
貸
さ
ず
、

ロ
レ
ン
ソ
に
デ
ウ
ス
は
善
に
は
報
償
を
、
悪
に
は
罰
を
与
え
る
の
か
と
質
問
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

以
上
は
書
翰
の
内
容
で
あ
る
。
「
日
本
史
」
で
も
日
乗
が
デ
ウ
ス
の
色
や
形
態
に
関
す
る
質
問
を
し
て
い

る
が
、
そ
れ
に
対
す
る
ロ
レ
ン
ソ
の
返
答
は
書
翰
に
比
べ
る
と
よ
り
詳
細
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
デ
ウ

ス
へ
の
奉
仕
の
仕
方
や
デ
ウ
ス
を
讃
え
る
理
由
に
つ
い
て
の
質
問
に
対
し
て
も
、
ロ
レ
ン
ソ
は
丁
寧
に
説

明
し
て
い
る
。
こ
の
ロ
レ
ン
ソ
の
回
答
に
対
し
て
、
信
長
が
分
別
を
弁
え
な
い
よ
う
な
人
間
は
ど
う
す
る

の
か
と
質
問
し
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
フ
ロ
イ
ス
書
翰
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。 

 

こ
こ
で
、
ロ
レ
ン
ソ
が
病
気
を
患
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
宗
論
の
続
行
が
不
可
能
と
な
っ
た
た
め
、
フ
ロ

イ
ス
が
宗
論
を
引
き
継
い
だ
と
記
さ
れ
て
あ
る
。
こ
の
点
は
表
現
の
仕
方
で
相
違
点
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、

両
史
料
と
も
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
れ
ま
で
の
所
要
時
間
が
書
翰
で
は
二
時
間
だ
が
、
「
日

本
史
」
で
は
一
時
間
半
と
な
っ
て
い
る
。 

 

宗
論
を
引
き
継
い
だ
フ
ロ
イ
ス
は
、
日
本
の
宗
教
は
「
無
（não aver nada

）
」
を
根
本
と
し
、
「
四
大

（quatro elem
entos

）
」(3
0
)

の
可
視
的
な
も
の
以
上
に
は
及
ば
ず
、
四
大
の
原
因
に
つ
い
て
の
知
識
も
な
い

た
め
、
不
可
視
で
不
滅
の
霊
魂
が
分
か
ら
な
い
の
だ
と
述
べ
、
霊
魂
の
存
在
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
以
上

の
書
翰
の
内
容
に
比
べ
、
「
日
本
史
」
で
は
よ
り
詳
細
に
説
明
し
て
い
る
が
論
旨
は
同
じ
で
あ
る
。 

 

す
る
と
、
日
乗
は
激
昂
し
て
「
汝
は
霊
魂
が
存
在
す
る
と
言
う
の
で
あ
る
か
ら
、
今
こ
こ
で
私
に
見
せ

る
べ
き
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
私
は
存
在
す
べ
き
知
的
物
質
を
見
せ
て
も
ら
う
た
め
汝
の
こ
の
弟
子
（
私
の

傍
ら
に
い
た
ロ
レ
ン
ソ
）
の
首
を
斬
る
こ
と
に
す
る
（Pois dizeis que fica a alm

a, aveis m
a agora da

 m
ostrar, &

 pera isso eide cortar a cabeça a este vosso disciplo, que era Loureço, que estava a



par de m
ym

 pera m
e m

ostrardes a sustancia intellectual que fica

）
」
と
言
い
、
「
激
し
い
怒
り
で

部
屋
の
隅
に
か
け
て
あ
っ
た
国
王
［
信
長
］
の
長
刀
目
掛
け
て
突
進
し
、
鞘
を
外
し
始
め
た
（com

 inaudi
ta ira arrem

eteo correndo a hum
a nanguinata del R

ey que estava encostada no canto da cam
ara

 em
 a com

eçando a desem
bainhar

）
」(

3
1
)

。
す
ぐ
に
日
乗
は
取
り
押
さ
え
ら
れ
、
「
国
王
は
笑
い
な
が

ら
、
再
び
座
る
よ
う
に
言
い
、
予
の
面
前
で
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
の
は
甚
だ
無
礼
で
あ
る
（ell R

ey 
rindo se lhe disse que se tornasse [assentar] que boa discortezia era aquella que fazia diante del
le

）
」(

3
2)

と
言
い
、
他
の
者
も
同
様
に
日
乗
の
行
動
を
批
判
し
た
。
と
り
わ
け
和
田
惟
政
は
信
長
の
面
前
で

な
け
れ
ば
、
日
乗
を
斬
っ
て
い
た
と
述
べ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

以
上
は
フ
ロ
イ
ス
書
翰
の
内
容
で
あ
る
が
、
「
日
本
史
」
も
多
少
表
現
が
異
な
る
も
の
の
内
容
は
ほ
ぼ

同
じ
で
あ
る
。
た
だ
、
書
翰
で
「
長
刀
（N

aguináta

）
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
、
「
日
本
史
」
で
は
「
長
剣

も
し
く
は
両
手
で
（
扱
う
）
刀
（hum

 estoque ou espada de am
bas as m

ãos

）
」(3

3
)

と
な
っ
て
い
る
点
、

日
乗
を
取
り
押
さ
え
た
あ
と
、
信
長
が
こ
の
暴
挙
を
非
難
し
て
「
日
乗
、
貴
様
の
し
た
こ
と
は
悪
行
で
あ

る
。
仏
僧
が
な
す
べ
き
こ
と
は
武
器
を
と
る
こ
と
で
は
な
く
、
根
拠
を
挙
げ
て
自
身
の
教
法
を
弁
護
す
る

こ
と
で
は
な
い
か
（M

al o tens feito, N
ichijo, porque não hé dos bonzos arrem

eter às arm
as m

as 
deffender sua ley com

 rezões!

）
」(

3
4)

と
言
っ
た
と
書
か
れ
て
い
る
点
が
異
な
る
。
他
に
「
日
乗
が
こ
の

暴
行
と
騒
動
を
犯
し
て
い
た
間
、
司
祭
［
フ
ロ
イ
ス
］
と
修
道
士
［
ロ
レ
ン
ソ
］
は
、
そ
の
い
た
場
所
か

ら
ま
っ
た
く
動
か
な
か
っ
た
（E em

quanto N
ichijo fez este excesso e perturbação nunca o Padre n

em
 Irm

ão se m
overão do logar onde estavão

）
」(

3
5)

と
い
う
の
も
「
日
本
史
」
で
の
み
見
ら
れ
る
記
載

で
あ
る
。 

 

以
上
が
宗
論
の
内
容
で
あ
る
。
信
仰
対
象
デ
ウ
ス
に
関
す
る
ロ
レ
ン
ソ
の
説
明
か
ら
始
ま
り
、
続
い
て

デ
ウ
ス
が
見
え
る
か
否
か
と
い
う
問
答
に
移
行
し
、
最
後
は
霊
魂
が
不
可
視
な
も
の
で
も
存
在
す
る
と
述

べ
る
フ
ロ
イ
ス
に
対
し
、
日
乗
が
激
昂
し
て
「
長
刀
」
を
手
に
取
っ
た
と
こ
ろ
を
取
り
押
さ
え
ら
れ
た
、

と
い
う
の
が
宗
論
の
大
筋
の
流
れ
で
あ
る
。
こ
の
点
で
は
フ
ロ
イ
ス
書
翰
、
「
日
本
史
」
で
一
致
す
る
。

両
者
の
違
い
は
、
「
日
本
史
」
の
方
が
よ
り
問
答
の
数
が
多
く
、
内
容
も
詳
細
な
点
で
あ
る
。
他
に
、
書

翰
で
は
信
長
が
日
乗
に
質
問
さ
せ
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
「
日
本
史
」
で
は
日
乗
が
信
長
に
宣
教
師

と
の
宗
論
を
申
し
出
て
い
る
形
に
改
め
ら
れ
て
い
る
点
、
日
乗
が
長
刀
も
し
く
は
刀
を
手
に
し
た
時
、
宣

教
師
は
微
動
だ
に
し
な
か
っ
た
こ
と
が
「
日
本
史
」
の
み
に
書
か
れ
て
い
る
点
な
ど
、
書
翰
に
記
さ
れ
る

内
容
よ
り
も
一
層
宗
論
ら
し
く
、
そ
し
て
キ
リ
ス
ト
教
の
勝
利
を
強
調
す
る
か
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る

こ
と
が
読
み
と
れ
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
松
田
氏
の
見
解
通
り
、
「
日
本
史
」
の
記
事
は
事
実
を
相
当

脚
色
し
て
お
り
、
史
料
価
値
と
い
う
点
で
書
翰
よ
り
質
が
落
ち
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。 

  

で
は
、
フ
ロ
イ
ス
書
翰
に
書
か
れ
て
い
る
内
容
が
、
記
載
通
り
に
実
際
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の

点
に
つ
い
て
、
松
田
氏
は
フ
ロ
イ
ス
の
日
本
語
の
語
学
力
を
疑
問
視
し
、
文
言
通
り
に
論
じ
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
と
の
見
解
を
示
す
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
カ
ブ
ラ
ル
の
報
告
に
あ
る
「
在

日
宣
教
師
の
中
で
は
、
十
六
年
間
（
日
本
語
）
の
研
究
を
積
ん
だ
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
が
確
か
に
日
本
語

に
通
じ
て
い
る
が
、
そ
の
フ
ロ
イ
ス
で
さ
え
も
異
教
徒
の
前
で
は
公
然
と
説
教
す
る
こ
と
は
な
く
、
キ
リ

シ
タ
ン
の
面
前
で
（
説
教
す
る
の
に
も
）
支
障
が
あ
る
位
で
あ
る
」
と
い
う
記
述
を
挙
げ
て
い
る
。
氏
は

ロ
レ
ン
ソ
の
通
訳
に
よ
っ
て
行
っ
た
可
能
性
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
が
、
「
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
来

日
し
た
頃
、
日
本
人
の
中
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
満
足
に
解
す
る
の
は
、
ジ
ョ
ア
ン
・
デ
・
ト
ル
レ
ス
修
道

士
位
で
あ
っ
た
と
彼
は
証
言
し
て
い
る
」
と
い
う
事
例
を
挙
げ
、
そ
の
可
能
性
も
否
定
し
て
い
る(

3
6
)

。 
 

そ
こ
で
、
フ
ロ
イ
ス
の
発
言
部
分
を
も
う
一
度
見
て
い
こ
う
。
要
点
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な



る
。
①
日
本
の
教
え
は
何
も
存
在
し
な
い
こ
と
を
根
本
と
し
、
四
大
に
含
ま
れ
る
可
視
的
な
物
よ
り
他
に

及
ば
な
い
。
そ
の
う
え
、
四
大
に
関
す
る
知
識
も
な
い
。
だ
か
ら
、
見
え
な
い
霊
魂
を
理
解
で
き
な
い
の

も
当
然
で
あ
る
。
②
人
間
に
は
二
つ
の
見
方
が
あ
り
、
一
つ
は
肉
体
の
目
に
よ
る
も
の
、
も
う
一
つ
は
道

理
と
知
力
の
目
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
③
演
説
や
瞑
想
、
悟
り
の
業
を
行
う
こ
と
で
全
身
の
活
動
は
少
な

く
な
る
が
、
霊
魂
は
活
発
と
な
る
。
こ
れ
は
肉
体
と
霊
魂
が
同
一
の
も
の
で
あ
れ
ば
不
可
能
で
あ
る
。
④

霊
魂
は
合
成
物
で
は
な
い
の
で
分
解
で
き
な
い
。
ま
た
、
肉
体
が
病
ん
だ
時
理
性
も
衰
え
る
な
ら
ば
、
理

性
は
永
続
す
る
こ
と
は
な
い
が
、
そ
う
で
は
な
い
の
な
ら
ば
死
後
に
霊
魂
が
存
在
す
る
の
は
明
白
で
あ
る
。 

 

フ
ロ
イ
ス
の
発
言
部
分
は
こ
れ
ま
で
の
ロ
レ
ン
ソ
の
そ
れ
よ
り
も
高
度
で
、
ま
し
て
や
外
国
人
の
フ
ロ

イ
ス
が
日
本
語
で
説
明
し
た
と
な
る
と
、
実
際
に
行
え
た
の
か
と
い
う
松
田
氏
の
疑
問
も
頷
け
る
。
し
か

し
、
こ
う
し
た
宣
教
師
と
仏
僧
や
知
識
人
と
の
宗
論
は
今
回
が
初
め
て
の
こ
と
で
は
な
く
、
す
で
に
各
地

で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
な
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
岸
野
久
氏
は
、
山
口
に
お
い
て
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
・
ザ
ビ
エ
ル
や
コ
ス
メ
・
デ
・
ト
ル
レ
ス
等
が
宗
論
を
行
い
、
仏
教
と
そ
れ
に
対
す
る
論
破
の
理
論
が

研
究
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る(

3
7
)

。
事
実
、
こ
の
時
期
の
書
翰
を
見
る
と
、
山
口
で
行
わ
れ

た
宗
論
の
様
子
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
お
り
、
内
容
も
今
回
フ
ロ
イ
ス
が
説
明
し
た
も
の
と
似
て
い
る
。 

 

例
え
ば
、
一
五
五
一
年
九
月
二
九
日
付
、
山
口
発
、
豊
後
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
宛
コ
ス
メ
・

デ
・
ト
ル
レ
ス
書
翰
の
中
で
、
禅
宗
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
が
、
そ
こ
で
「
無
か
ら
造
ら
れ
た
も
の
は
無

に
帰
す
（o que se criou de nada se torna em

 nada

）
」(

3
8
)

と
日
本
人
が
言
っ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て

い
る
。
ま
た
、
同
年
一
〇
月
二
〇
日
付
、
山
口
発
、
豊
後
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
宛
ジ
ョ
ア
ン
・

フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
書
翰
で
は
、
山
口
の
宗
論
を
報
告
し
、
日
本
人
が
四
大
に
関
す
る
知
識
を
持
っ
て
い
た

点
、
霊
魂
が
何
色
で
い
か
な
る
形
態
で
あ
る
か
と
の
質
問
に
対
し
、
ト
ル
レ
ス
が
空
気
を
例
に
霊
魂
は
色

や
形
は
な
い
が
存
在
す
る
と
答
え
た
点
な
ど
が
書
か
れ
て
い
る(

3
9
)

。
同
じ
く
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
書
翰
に
、
霊

魂
と
肉
体
は
同
一
で
は
な
く
、
霊
魂
は
不
滅
で
あ
る
こ
と
を
ト
ル
レ
ス
が
答
え
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る(

4

0
)

。
従
っ
て
、
こ
の
二
通
の
書
翰
か
ら
、
永
禄
一
二
年
宗
論
で
フ
ロ
イ
ス
の
言
及
し
た
①
～
④
す
べ
て
の
内

容
を
す
で
に
山
口
の
宗
論
で
ト
ル
レ
ス
が
答
え
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。 

 

し
か
も
、
こ
の
山
口
で
の
問
答
を
日
本
語
で
書
き
留
め
て
お
く
よ
う
に
、
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
は
ト
ル
レ

ス
か
ら
命
じ
ら
れ
て
い
た(

4
1)

。
こ
う
し
た
宗
論
の
記
録
は
山
口
に
限
ら
ず
、
各
地
で
日
常
的
に
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
が
一
五
八
二
年
度
の
日
本
年
報
か
ら
窺
え
る(

4
2)

。
つ
ま
り
、
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
は
か
な
り
早
い
段

階
か
ら
日
本
で
の
宗
論
の
記
録
を
現
地
語
で
あ
る
日
本
語
で
記
録
し
、
仏
教
理
解
と
宗
論
で
の
論
破
の
研

究
が
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。 

 

当
然
フ
ロ
イ
ス
や
ロ
レ
ン
ソ
も
こ
の
よ
う
な
研
究
を
行
っ
て
い
た
は
ず
な
の
で
、
フ
ロ
イ
ス
が
一
見
高

度
と
も
思
え
る
内
容
を
語
っ
た
と
し
て
も
、
彼
に
と
っ
て
は
と
り
わ
け
困
難
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
を
流
暢
に
理
路
整
然
と
話
せ
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
少
な
く

と
も
書
翰
に
書
か
れ
た
内
容
ぐ
ら
い
は
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

以
上
の
考
察
に
よ
り
、
フ
ロ
イ
ス
の
記
す
宗
論
の
内
容
は
大
枠
で
は
正
し
い
と
い
う
結
論
に
達
す
る
。 

   
 
 

三 

永
禄
一
二
年
宗
論
の
性
格
と
意
義 

  

永
禄
一
二
年
宗
論
が
史
実
で
あ
り
、
内
容
も
フ
ロ
イ
ス
書
翰
の
記
事
で
大
枠
は
正
し
い
こ
と
を
明
ら
か

に
し
て
き
た
の
で
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
こ
の
宗
論
の
性
格
と
意
義
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。 



 
永
禄
一
二
年
宗
論
は
信
長
の
も
と
で
行
わ
れ
た
こ
と
と
、
そ
の
内
容
が
あ
ま
り
に
劇
的
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
研
究
者
の
間
で
早
く
か
ら
注
目
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
永
禄
一
二
年
宗
論
の
よ
う
に
、
た
ま
た

ま
始
め
ら
れ
た
形
で
の
宗
論
と
い
う
の
は
、
実
際
は
相
当
数
行
わ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
宗
論
が
行

わ
れ
た
こ
と
自
体
は
特
異
な
事
例
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

 

今
回
の
宗
論
で
注
目
す
べ
き
点
は
、
宗
論
の
結
末
と
そ
の
場
に
い
た
信
長
の
対
応
に
あ
る
。
永
禄
一
二

年
宗
論
は
始
ま
り
ば
か
り
で
な
く
、
宗
論
の
結
末
も
あ
い
ま
い
な
形
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
た
だ
、
宗

論
で
は
判
者
が
判
定
せ
ず
と
も
宗
論
の
中
で
ど
ち
ら
か
が
言
葉
に
詰
ま
っ
て
決
着
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た

よ
う
で
、
安
土
宗
論
も
同
様
な
結
末
で
あ
っ
た
。
『
信
長
公
記
』
に
よ
れ
ば
法
華
宗
が
言
葉
に
詰
ま
っ
た

と
い
い
、
法
華
宗
側
の
記
録
で
は
逆
に
言
葉
に
詰
ま
っ
た
の
は
浄
土
宗
側
で
あ
る
と
記
録
に
違
い
が
見
ら

れ
る
が(

4
3
)

、
言
葉
に
詰
ま
っ
た
時
点
で
宗
論
に
決
着
が
付
く
と
い
う
点
で
は
共
通
し
て
い
る
。
永
禄
一
二
年

宗
論
の
場
合
も
、
霊
魂
の
存
在
を
証
明
す
る
た
め
「
長
刀
」
を
手
に
し
た
と
は
い
え
、
激
昂
し
、
言
葉
に

詰
ま
っ
た
上
で
の
行
動
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
事
実
上
決
着
が
つ
い
た
と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

実
際
、
こ
の
宗
論
の
場
に
い
た
多
く
の
聴
衆
は
、
日
乗
の
行
為
に
対
し
て
無
礼
で
宗
論
ら
し
か
ら
ぬ
と

口
々
に
語
っ
て
い
た
。
フ
ロ
イ
ス
「
日
本
史
」
に
も
同
様
の
こ
と
が
書
か
れ
て
お
り
、
京
都
中
今
回
の
宗

論
の
話
で
持
ち
き
り
で
、
仏
僧
で
あ
る
の
に
激
昂
し
て
信
長
の
面
前
で
「
長
刀
」
を
と
っ
た
行
動
は
、
日

乗
が
あ
そ
こ
で
負
け
た
明
白
な
証
拠
だ
と
語
り
合
っ
て
い
た
と
あ
る(

4
4
)

。
宗
論
に
居
合
わ
せ
た
者
の
間
で
は
、

宗
論
は
宣
教
師
の
勝
利
、
日
乗
の
敗
北
と
判
断
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。 

 

で
は
、
誰
の
目
か
ら
み
て
も
勝
敗
が
は
っ
き
り
し
て
い
た
今
回
の
宗
論
に
対
し
て
、
信
長
は
ど
の
よ
う

な
対
応
を
と
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
安
土
宗
論
の
時
は
判
者
の
秀
長
老
と
勝
者
の
浄
土
宗
の
僧
霊
誉
長
老
、

貞
安
長
老
に
そ
れ
ぞ
れ
褒
美
を
与
え
、
敗
者
の
法
華
宗
に
は
宗
論
に
敗
れ
た
た
め
以
後
は
他
宗
派
に
対
し

て
法
難
し
な
い
こ
と
、
法
華
宗
を
存
続
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
対
し
て
感
謝
す
る
旨
の
起
請
文
を
書

か
せ
た(

4
5
)

。
ま
た
、
宗
論
を
引
き
起
こ
し
た
張
本
人
で
あ
る
大
脇
伝
介
と
建
部
紹
智
は
首
を
斬
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
永
禄
一
二
年
宗
論
で
は
、
勝
者
と
な
っ
た
宣
教
師
側
に
好
意
を
示
し
、
修
道
院
ま
で
信
長
の
兵
を

護
衛
に
つ
け
る
な
ど
丁
重
に
扱
う
が
、
宗
論
に
対
す
る
褒
賞
は
特
に
な
か
っ
た(

4
6
)

。
日
乗
に
対
し
て
は
、
宗

論
に
敗
れ
た
だ
け
で
は
な
く
、
信
長
の
面
前
で
「
長
刀
」
を
手
に
取
る
と
い
う
行
為
に
及
ん
だ
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
特
に
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
行
為
は
日
乗
か
ら
す
れ
ば
霊
魂
の
存
在
を
確
か
め

る
た
め
の
問
答
の
一
つ
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
周
囲
の
者
に
は
尋
常
で
は
な
い
行
為
と
し
て
受

け
取
ら
れ
て
い
た
。
和
田
惟
政
も
こ
の
行
為
に
激
怒
し
、
信
長
の
面
前
で
な
け
れ
ば
切
り
捨
て
て
い
た
と

述
べ
て
お
り
、
ま
た
信
長
の
死
後
フ
ロ
イ
ス
が
秀
吉
に
謁
見
し
た
際
に
も
こ
の
時
の
こ
と
が
話
題
に
挙
が

っ
た
が
、
そ
の
時
自
分
な
ら
ば
日
乗
を
切
り
捨
て
て
い
た
と
秀
吉
が
語
っ
て
い
る(

4
7)

。
つ
ま
り
、
日
乗
の
行

動
は
そ
の
場
で
斬
ら
れ
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
乗
は
処
罰
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
永
禄
一
二
年
宗
論
は
た
ま
た

ま
行
わ
れ
た
も
の
で
、
信
長
も
面
白
半
分
で
聞
い
て
い
た
た
め
と
い
う
こ
と
が
第
一
に
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

す
な
わ
ち
、
安
土
宗
論
の
時
の
よ
う
な
敗
者
を
厳
格
に
裁
定
し
、
処
罰
を
す
る
と
い
っ
た
政
治
的
な
思
惑

は
信
長
に
は
な
か
っ
た
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
宗
論
だ
け
を
見
れ
ば
こ
の
よ
う
な
解
釈

で
よ
い
が
、
実
際
は
そ
う
簡
単
に
片
付
け
ら
れ
る
問
題
で
は
な
い
。
日
乗
は
こ
の
宗
論
の
後
信
長
に
執
拗

に
宣
教
師
追
放
を
訴
え
、
信
長
か
ら
そ
の
許
可
が
得
ら
れ
な
い
と
悟
る
と
、
今
度
は
朝
廷
に
訴
え
伴
天
連

追
放
の
綸
旨
を
手
に
入
れ
る(

4
8
)

。
そ
れ
は
、
宣
教
師
に
京
都
居
住
許
可
の
朱
印
状
を
与
え
て
い
る
信
長
に
と

っ
て
、
許
し
難
い
行
動
で
あ
る
。
宗
論
の
時
に
は
面
白
半
分
で
聞
い
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
後
の
日
乗

の
行
動
は
信
長
に
と
っ
て
無
視
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
日
乗
の
一
連
の
行
動
を
踏
ま
え
る



と
、
宗
論
で
「
長
刀
」
を
手
に
取
り
、
失
態
を
演
じ
た
日
乗
に
対
し
て
信
長
が
何
の
処
罰
を
し
な
か
っ
た

こ
と
は
看
過
で
き
な
い
問
題
と
な
っ
て
く
る
。
フ
ロ
イ
ス
は
信
長
が
日
乗
を
処
罰
し
な
か
っ
た
理
由
と
し

て
、
日
乗
が
禁
裏
修
理
奉
行
だ
っ
た
点
を
挙
げ
て
い
る(

4
9)

。
フ
ロ
イ
ス
の
言
う
と
お
り
、
日
乗
は
こ
の
時
期

禁
裏
修
理
奉
行
に
な
っ
て
お
り
、
禁
裏
に
も
信
長
に
も
関
係
が
深
か
っ
た
。
当
時
の
信
長
に
と
っ
て
日
乗

は
必
要
不
可
欠
な
人
物
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
従
っ
て
、
日
乗
が
処
罰
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
そ

う
し
た
点
も
含
め
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い(

5
0
)

。 
 

以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
今
回
の
永
禄
一
二
年
宗
論
は
以
下
の
よ
う
に
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
永
禄

一
二
年
宗
論
自
体
は
キ
リ
ス
ト
教
と
仏
教
と
い
う
宗
教
上
の
対
立
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
機
に
日
乗
を
伴

天
連
追
放
と
い
う
運
動
に
駆
り
立
て
、
遂
に
は
伴
天
連
追
放
の
綸
旨
が
出
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
つ
ま
り
、

永
禄
一
二
年
宗
論
は
宗
教
上
の
対
立
か
ら
政
治
上
の
問
題
に
発
展
す
る
起
点
と
な
っ
た
出
来
事
と
し
て
評

価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
従
っ
て
、
永
禄
一
二
年
宗
論
は
宣
教
師
と
仏
僧
の
対
立
と
い
っ
た
宗
教
史
の
側

面
だ
け
で
な
く
、
政
治
史
の
面
か
ら
も
位
置
づ
け
る
べ
き
問
題
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
宗
論
後
の

日
乗
の
行
動
も
含
め
て
考
え
る
と
、
日
乗
に
対
し
て
何
の
処
罰
も
し
な
か
っ
た
信
長
の
行
動
は
無
視
で
き

な
い
問
題
で
あ
り
、
当
該
期
の
織
田
権
力
の
実
態
を
解
明
す
る
上
で
も
重
要
な
問
題
と
な
っ
て
く
る
の
で

あ
る
。 

   
 
 

お
わ
り
に 

  

永
禄
一
二
年
宗
論
は
、
信
長
の
も
と
で
行
わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
早
く
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た

が
、
そ
の
記
載
が
イ
エ
ズ
ス
会
史
料
に
し
か
み
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
宗
論
に
対
し
て
否
定
的
な
見
解
を

示
す
向
き
も
多
か
っ
た
。
本
章
で
は
こ
う
し
た
研
究
状
況
に
鑑
み
、
宗
論
の
基
礎
的
考
察
を
行
っ
た
。 

 

ま
ず
、
永
禄
一
二
年
宗
論
が
和
暦
の
四
月
二
〇
日
妙
覚
寺
に
お
い
て
行
わ
れ
た
点
、
フ
ロ
イ
ス
「
日
本

史
」
は
フ
ロ
イ
ス
書
翰
よ
り
詳
細
で
あ
る
が
、
作
為
の
跡
が
認
め
ら
れ
る
点
に
つ
い
て
は
、
先
学
の
指
摘

通
り
で
あ
る
。 

 

し
か
し
、
フ
ロ
イ
ス
の
語
学
力
を
疑
問
視
し
、
フ
ロ
イ
ス
の
発
言
部
分
に
疑
問
を
も
つ
松
田
毅
一
氏
の

見
解
に
は
賛
同
で
き
な
い
。
確
か
に
、
フ
ロ
イ
ス
の
発
言
内
容
は
相
当
高
度
で
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
以
前

に
す
で
に
宣
教
師
は
山
口
な
ど
で
宗
論
を
行
っ
て
お
り
、
宗
論
で
の
論
破
の
方
法
も
研
究
し
て
い
た
。
従

っ
て
、
一
見
高
度
と
も
い
え
る
内
容
も
、
フ
ロ
イ
ス
に
は
さ
ほ
ど
困
難
で
は
な
く
、
書
翰
に
書
か
れ
た
程

度
の
こ
と
は
発
言
で
き
た
も
の
と
考
え
る
。 

 

永
禄
一
二
年
宗
論
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
信
長
が
た
ま
た
ま
同
席
し
た
日
乗
に
質
問
さ
せ
て
始
ま
っ
た

こ
と
か
ら
、
安
土
宗
論
の
よ
う
な
政
治
的
な
思
惑
は
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
宗
論
だ
け
を
見
れ
ば
、
よ
く
あ

る
宗
論
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
宗
論
後
日
乗
は
宣
教
師
追
放
を
信
長
に
進
言
し
、
そ

れ
が
無
理
と
悟
る
と
天
皇
か
ら
伴
天
連
追
放
の
綸
旨
を
手
に
入
れ
る
に
至
る
。
こ
の
綸
旨
は
、
信
長
や
足

利
義
昭
の
宣
教
師
居
住
許
可
の
朱
印
状
や
制
札
と
対
立
す
る
内
容
の
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
後
に
大
き
な

問
題
と
な
っ
て
く
る
。
つ
ま
り
、
永
禄
一
二
年
宗
論
は
、
キ
リ
ス
ト
教
と
仏
教
に
よ
る
宗
教
上
の
対
立
か

ら
、
そ
の
後
日
乗
を
宣
教
師
追
放
に
駆
り
立
て
、
宣
教
師
の
京
都
居
住
を
巡
る
問
題
に
ま
で
発
展
し
て
い

く
一
連
の
事
件
の
契
機
と
な
っ
た
出
来
事
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 


